
紋枯病に警戒を！

【対策】
・防除適期
幼穂形成期（幼穂長１ミリ・出穂25日前頃）～出穂期

・薬剤散布（本田防除）
モンカットフロアブルまたはバリダシン液剤５

ＪＡ邑楽館林農畜産部営農対策課
（電話 0276-74-5178）

管内ほ場で、「紋枯病」の発生が確認されています。
高温多湿、多肥栽培で発生が多く、紋枯病の発生が著しい場合は

倒伏や減収につながります。
ほ場を確認し、“早期発見”・“早期防除”に努めましょう!!
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